
（様式１）        令和４年度「緑と水の森林ファンド」事業助成申請書          

 

                                                      令和３年１１月１２日 

公益社団法人 国土緑化推進機構 

          理事長 濱 田  純 一 殿 

                                  申請者 富山市舟橋北町 4番 19号 

公益社団法人 とやま緑化推進機構 

                          理事長 髙 木 繁 雄（公印省略） 

 

            「緑と水の森林ファンド」事業助成金の交付申請について 

 

  学校環境緑化モデル事業として、下記のとおり実施したいので「緑と水の森林ファンド」 

事業の助成金の交付を申請します。 

                                    記 

１  事業計画 

事 業 名 学校環境緑化モデル事業 

（ふりがな） 

学 校 名 

（いみずしりつ しんみなとしょうがっこう） 

射水市立 新湊小学校 

（住所）〒934-0015 富山県射水市桜町 6番 1号 

学校の概要 

生徒数 

１２学級（特別支援学級２を含む） 

児童数 ２４１名 教職員数 ２０名 

事業実施主体 射水市立 新湊小学校 

事 業 目 的 

事 業 計 画 

 

［目 的］ 

  令和５年春に創校１５０周年を迎える本校敷地には、「学習の森」と

呼ばれる既存樹木群がある。付近には、本校のシンボルである「赤門」

（旧校舎の赤レンガの校門）や記念モニュメントがあるが、樹木の手入

れが行き届かず、枝は伸び放題となり辺り一帯は薄暗く物騒なため、 

児童が近寄らない場所となっている。そこで、大胆に樹木を伐採・剪定

して環境整備したうえで、赤門から「学習の森」を通ってグラウンドに

抜ける遊歩道をつくり、児童や地域の方が、季節の自然や本校の歴史に

ふれることのできる空間をつくる。 

［植 樹］ 

 アジサイ １本（記念植栽） 

［樹木の手入れ等] 

 伐採約５本、剪定約２０本 

［計画］  

・「学習の森」の樹木の伐採・剪定をする。 

・「赤門」からグラウンドに抜ける道をつくる。 

・伐採した樹木を破砕してウッドチップにする。 

・ウッドチップをマルチング材として遊歩道に敷き詰める。 

・赤門およびモニュメント、各種樹木に看板を立てたりかけ札をかけた

りし、季節の自然や学校を愛する気持ちを育む。 

実 施 箇 所 別紙（位置図、事業箇所の位置図のとおり） 

 事 業 期 間 

 

事業開始（予定）年月日    令和４年 ７月 １日 

事業完了（予定）年月日       令和４年１０月２８日 

記念式典開催（予定）年月日   令和４年１０月２８日 



２．資金計画 

（１）収入予算                                             （単位：円） 

  区   分    予   算   額 内      訳 

森林ファンド助成金 500,000  

自己資金  70,000  

    計 570,000  

  

 （２) 支出予算                                              （単位：円） 

  区   分    予   算   額 内      訳 

森林ファンド助成金 480,000 クロマツ等樹木伐採５本、剪定２０本 

20,000 看板、記念植樹 

  

  

  

  

小 計 500,000   

自己資金 

（PTA）   

70,000 遊歩道用ブロック等 

  

  

小 計 70,000  

     計 570,000  

 

３．添付資料 

     学校の概要、事業実施場所位置図 等 

 

４．担当者 

モデル事業実施主体担当者 

射水市立 新湊小学校 

教頭  堀 かおり  

連絡先 ＴＥＬ 0766-82-8025 

Ｅmail   shinminato@tym.ed.jp 

 

公益社団法人 とやま緑化推進機構 

専務理事・事務局長  石田 和人 

連絡先 ＴＥＬ 076-441-6186 

                         Ｅmail  toyama-ryokusui@jasmine.ocn.ne.jp 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑥ 

赤門・モニュメント 

写真①② 

写真③④⑤ 

学習の森西側 詳細図 

赤門 モニュメント 

遊歩道予定 

ク…クロマツ  サ…サクラ  ナナ…ナナカマド  キ…キンモクセイ  エ…エンジュ 

ヒマ…ヒマラヤスギ  ラカ…ラカンマキ   ド…ドウタンツツジ   ヒバ…ヒバ 

モコ…モッコク  ノム…ノムラカエデ  ケ…ケヤキ  コブ…コブシ 

実施希望場所 



 

 

 

① 校舎側から見た、学習の森の

全景 

 

 

 

 

② 同じ方向から見たアップ 

（バックネット裏のあたり） 

 

鬱蒼としている様子。 

枝が重なり、地面に日光が届

かない。枯れ枝がぶら下がっ

ている。 

 

 

③ 学習の森西側から見た赤門

（旧校舎の赤レンガ門柱） 

 

入り口を複数の樹木が塞いで

いる。 



 

 

④ 学習の森の中にあるモニュメ

ント 

 

 

⑤ 赤門とモニュメントとの位置

関係 

 

モニュメントの周りを、木々

の枝が覆っている。 

 

 

⑥ 学習の森の中の低木の様子 

 

手入れが行き届かず、伸び放

題となっている。 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えを高め、 

進んで表現する力を 

育てる 

 

 

 

健康や安全について考え、 

自ら実践する力を 

育てる 

 

 

 

相手を思いやり、協力して 

行動する力を 

育てる 

自ら学び、心豊かに たくましく生きる子供の育成 

やさしい子 たくましい子 よく考える子 
知 

アクションブラン１  

「進んで挨拶ができる」子供 

（９０％以上） 

方策 

・クラス毎にあいさつ運動に参加する

機会を設けたり、「あいさつ名人」

を児童会から紹介したりするなど、

あいさつ運動の活性化を図る。 

・挨拶の実態やがんばり等を、各種た

よりやホームページで家庭に伝え連

携を図る。 

方策 

・清潔検査を継続する。 

・「家庭学習・健康バッチリ週間」

を年３回行う。 

・長休み後に手洗いチェックを行う。 

・各種たよりで、手洗いの大切さを

家庭に伝える。 

方策 

・朝の会のｽﾋﾟｰﾁﾀｲﾑの充実を図る。 

・各種集会において発表の機会を設

ける。 

・言語活動の場や学習形態を工夫する。 

・話す,聞く等,話型指導の充実を図る。 

アクションブラン３  

「自分の意見をみんなに 

伝えることができる」子供 

（９０％以上） 

アクションブラン２  

「手洗いを忘れずにする」子供 

（８０％以上） 

３つの大好き 

☆自分が大好き  

☆友達が大好き 

  ☆学校や新湊が   

大好き 

３つの「チ」 

 ☆チャンス   

☆チェンジ 

☆チャレンジ 

こんな はまっこを 目指します 

掃除 

子供のことを一番に考え、保護者や地域と共にある学校 

なりたい自分を目指して、互いに高め合い挑戦し続ける子供の育成 

学校教育目標 

学校運営の方針 

本年度の重点目標 

協和敬愛 自主自律 創意工夫 
体 徳 

はまっこ ４つの自慢 

挨拶 掃除 

歌声 思い 
やり 

Ⅱ 学校運営の概況 



 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期 

４月 入学式 

 

 

 

 

   学習参観 PTA 総会 

５月 運動会 

６月 創校記念日 

   プール開き 

   ４年海洋教室 

７月 学年懇談会 

２学期 

9月 祖父母ファミリー参観 

10月 学習発表会 

11月 持久走大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 個別懇談会 

３学期 

１月 書初大会 

   5・6年スキー学習 

 

 

 

 

 

 

２月 ８の字ﾁｬﾚﾝｼﾞ大会 

学習参観 

３月 卒業を祝う集会 

   卒業式 

はまっこタイム 

 曜日毎に国語科・算数科・読

書等のスキル学習やマラソン・

なわ跳び等の体力つくりをして

います。 

 地域の「いちごクラブ」の方々

に隔週水曜日に読み聞かせを行

っていただいています。 

元気っ子タイム 

 水曜日は、昼休みと清掃を合

わせて自由遊びや集会活動等

を実施し、体力向上や学校生活

の充実を図っています。 

朝の歌 

 毎月、曲を変え、

いろいろな歌に親し

んでいます。 

クラブ活動 
地域の先生にも指

導していただいてい

ます。 

明るく元気に挨拶ができ、思いやりのある行動、丁寧な言葉遣いができる子供 

目指す子供像 

 よりよい生き方を目指して、考えを深めていく子供の育成 

～学び合いを通して～ 

さく ら清掃 

 縦割りを基にした異

年齢集団での清掃活動

を通して、高学年のリ

ーダーシップを高め、

認め合い、支え合う集

団を育てています。 

【重点指導】 

一人一人が規範意識をもって行動し、互いに認め合い、相手を思いやる言動で、よりよい 

人間関係を築いていくことができる集団を育てる。 

Ⅲ 生徒指導 
 

Ⅳ 研修計画 

Ⅴ 校時表 

Ⅵ 年間行事予定 

研修主題 

視点１ 主体的に学び合うための指導計画の工夫 

 視点２ 自分の考えを深め、表現する力を育む学習過程の工夫 

 視点３ 自分の成長に気付く評価の工夫 

 

研修の視点

主題 

 

 




